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１．研究計画の概要 
本研究は、大規模問題に対応できる効率的

かつ汎用的な最適化アルゴリズムを開発す
るために、低精度近似モデルを用いて有望で
ない解の評価を省略することにより、目的関
数の評価回数を削減し、探索効率を大幅に向
上させることを目指している。このため、 
(1) 基本となる効率的な集団的降下法の選定
および改良、(2) 学習が不要あるいは学習コ
ストが極めて小さい低精度の近似モデルの
提案、(3) 近似誤差に配慮し、有望な解の排
除を防ぐための方法の提案、(4) 制約付き最
適化問題への対応、(5) 急激な変化を伴う問
題および多峰性問題への対応、を中心に研究
を推進している。 
２．研究の進捗状況 

Differential Evolution (DE) などの集団
的降下法では、探索点集合を用いて最適化を
行い、生成された新しい探索点と現在の探索
点を比較し、新しい点が現在の点より良けれ
ば探索点を置換することを繰り返す。この比
較の部分に、近似モデルを用い、新しい点が
現在の点より良い可能性があると推定され
なければ新しい点の評価を省略することに
より、評価回数を削減できる。このように、
近似モデルを用いて探索点を比較する方法
を比較推定法として提案した。 
比較推定法において、(1) 集団的降下法と

して探索の効率性と頑健性に優れた DE を選
定し、(2) 学習が不要な低精度近似モデルと
して potential モデルを提案し、(3) 近似モデ
ルによる比較を制御するパラメータを導入
した potentialDE を考案した。この方法によ
り探索効率が大幅に向上することが明らか
になった。さらに、(1)については、通常の

DE において、DE のアルゴリズムパラメー
タを動的に調整する方法を提案し有効性を
示した。ただし、近似モデルとの組合せはま
だ行っていない。(2)については、カーネル関
数を利用した代表的な kernel smoother につ
いて検討したが、potential モデルが kernel 
smoother より優れており、kernel smoother
の中では nearest neighbor smoother が優れ
ていることが分かった。(3)については、比較
時の許容誤差を設定する誤差余裕パラメー
タと、解の近傍に点が少なく近似精度が低い
と予想される場合に解の評価を省略するこ
とを避けるための混雑度パラメータを提案
し、安定した最適化が可能となることを示し
た。さらに、これらのパラメータを動的に調
整する方法も提案した。(4)については、我々
が開発した制約付き最適化手法であるε制
約法を potentialDE に適用することにより、
代表的な 13 個の制約付き最適化問題が従来
の 1/4 以下の関数評価回数で解けることを示
した。さらに、ε制約法のパラメータである
εレベルの新しい調整法を提案し、国際会議
IEEE Congress on Evolutionary 
Computation 2010 の制約付き最適化部門で
優勝することができた。 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

(理由) (1)～(4)までの研究は十分に進展して
おり、特に(4)は予想以上の成果を挙げている。
(5)についても、今年度にある程度検討するこ
とができている。 
４．今後の研究の推進方策 

(5)の多峰性問題への対応を中心に研究を
進め、(1)の最適化アルゴリズムの改良と(4)
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の制約付き最適化への対応も継続して行う
予定である。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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